
淵野辺東小学校
通学路についての打合せ

～ 信号機設置にむけて ～
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１ ねらい

嶽之内自治会区の交通安全確保

淵東小通学路
河本ファーム前付近への

信号機設置



２ 経 緯
いつ だれが どこで なにを

8/31水 学校 河本F前 一方通行路を逆走暴走する車があり通報
信号機設置を要望する

警察 河本F前現地確認後、一方通行ではない
信号機設置は難しい と返答

自治会長
学校

警察署 信号機設置を直談判10/13木

警察 警察署 関係各課と連携し前向きに検討すると返答

３年児童 河本F前 下校途中に足をひかれ
肩にﾐﾗｰぶつけられる交通事故発生

10/26水

学校 TEL 今回の事故について確認10/27木

警察 TEL 今回の事故の責任は
警察の対応の遅さにあると返答



２ 経 緯
いつ だれが どこで なにを

通学路の変更案を提案

同席

信号機の設置基準に満たない
設置不可能と返答

11/10木 警察(市)
警察(県)

河本F前

学務課

土木課
安全協会
学校
ＰＴＡ

信号機設置を再要望

学務課 再検討の場を設けると提案

1/18水 警察(市)
学務課
学校
ＰＴＡ

学校 信号機設置について再検討
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３ 現状

●通学安全指導員･見守り隊 等
●１ 学 校１名
●２ 指導員１名・学校１名
●３ ＰＴＡ２名
●４ 指導員１名

●河本Ｆ前を横断する児童数
３４３名

資料４



３ 現状

●登校時間帯
7:40 ～ 8:20  全学年

●下校時間帯
14:40 ～ 15:20 低学年
15:40 ～ 16:20 高学年



３ 現状(写真)



３ 現状(写真)



３ 現状(動画)
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４ 提案Ａ 中央自動車学校横コース



４ 提案Ｂ マンション前横断コース



４ 提案Ｂ マンション前横断コース



４ 提案Ｃ 河本Ｆ迂回コース
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５ 根拠



５ 根拠 信号機設置の指針(警視庁Ｒ２)
●５つの必要条件を全て満たす
１ 信号で停止している車とすれ違える



５ 根拠 信号機設置の指針(警視庁Ｒ２)
●５つの必要条件を全て満たす
２ 歩行者が横断できる待機場所がある



５ 根拠 信号機設置の指針(警視庁Ｒ２)
●５つの必要条件を全て満たす
３ 交通量1時間300台(12秒に1台)以上



５ 根拠 信号機設置の指針(警視庁Ｒ２)
●５つの必要条件を全て満たす
３ 交通量1時間300台(12秒に1台)以上



５ 根拠 信号機設置の指針(警視庁Ｒ２)
●５つの必要条件を全て満たす
４ 近くの信号機と150ｍ以上離れている

・河本Ｆ前～カルピス跡地前 600ｍ

・河本Ｆ前～古淵駅方面 600ｍ

・河本Ｆ前～五差路 450ｍ



５ 根拠 信号機設置の指針(警視庁Ｒ２)
●５つの必要条件を全て満たす
５ 信号柱を建てる場所が確保されている



５ 根拠 信号機設置の指針(警視庁Ｒ２)
●５つの必要条件を全て満たす
５ 信号柱を建てる場所が確保されている



５ 根拠 信号機設置の指針(警視庁Ｒ２)
●４つのうちいずれかの択一条件を満たす
１ 人身事故が過去１年間に２件以上
２ 小中学校等の児童等の交通安全を

確保する必要があること
３ ピーク１時間の交通量が一定量以上
４ 横断歩行者が多い

付近に立体横断施設がない

●４つのうちいずれかの択一条件を満たす



５ 根拠



５ 根拠 交通事故分析資料(警視庁Ｒ４)
●子どもに関する
交通事故
発生状況

１児童の状態別
死者･重傷者数
(H29～R3合計)



５ 根拠 交通事故分析資料(警視庁Ｒ４)
●子どもに関する
交通事故
発生状況

２歩行中児童の
事故類型死者･
重傷者数
(H29～R3合計)



５ 根拠 交通事故分析資料(警視庁Ｒ４)
●子どもに関する交通事故発生状況

３ 歩行中児童の曜日別時間帯別死者・重傷者数(H29～R3合計)



５ 根拠



５ 根拠 後を絶たない通学路の事故5年で児童900人が死亡･重症
児童などが巻き込まれた主な事故(2011年～) ＮＨＫ Ｒ２
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５ 根拠 後を絶たない通学路の事故5年で児童900人が死亡･重症
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５ 根拠 後を絶たない通学路の事故5年で児童900人が死亡･重症
児童などが巻き込まれた主な事故(2011年～) ＮＨＫ Ｒ２



５ 根拠
●読売新聞オンライン

・「危険な通学路」改善を要望したのに…児童の死傷事故７件

●京都新聞
・京都・亀岡事故から間もなく10年 現場の通学路に「歩行者優先信号機」

● NHK NEWS WEB
・小学生の通学路に押しボタン式信号機設置 鳥取市の市道

●タウンニュース
・夢小一部通学路 信号機設置で無事故に 安全面で成果も課題も残す

資料７



６ 結論

●提案Ｃ「河本Ｆ迂回ルート」
横断歩道及び押しボタン式信号機
を設置する

子どもたち 及び 地域住民の
安心・安全・命を守るために


